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「県教連」会報
応児童生徒の対策」等様々でした。そのなかでも

今年度の特徴としては、特に「学力向上」にかか

わる研究内容に取り組んでいる研究所がたくさん

ありましたので 「学力向上」にかかわる内容に、

ついては、３分科会共通の討議の柱として全体会岩手県教育研究所連盟

で更に深めることができたと考えます。会 長 盛 川 通 正

岩手県立総合教育センター所長 今回の研究協議会では、各研究所の先導的な取（ ）

り組みが多数紹介されました。今回研究協議をと

岩手県教育研究所連盟は、県内各地の教育研究機 おして得られた情報を、それぞれの研究所のこれ

関相互の連携を密にし、教育に関する研究調査の充 からの運営、研究、研修に活用されますことを念

実促進を図り、もって本県教育の推進向上に寄与す 願致します。

ることを目的として昭和３３年に発足し、本年度で １２月には、所員研修会が予定されています。

４５年目になります。 たくさんの先生方の参加をお願い致します。

この間、国の教育施策については、その時々の教 最後に、定期総会を開催するにあたり、お世話

、 、育課題の解決に向けて様々な取り組みがなされてい いただいた水沢市教育研究所 胆沢町教育研究所

るところですが、本県の各教育研究所も各地域の実 前沢町教育研究所、衣川村教育研究所に厚く御礼

態に応じた教育の実現普及のため、大きな成果をあ を申し上げます。

げてきています。

先日行われた「平成１５年度岩手県教育研究所連

盟定期総会及び研究協議会」では、各研究所の研究

内容を各分科会テーマの研究協議の柱として位置付

け研究協議を進めました。本年度の各教育研究所の

、「 」主な研究内容は 基礎的基本的事項の確実な定着

「学力検査の分析と活用 「情報教育 「学校不適」 」

平成１５年度岩手県教育研究所連盟定期総会及び研究協議会の報告

平成１５年５月１３日（火）～１４日（水）の二

日間、水沢市の『プラザイン 水沢』を会場にして

平成１５年度岩手県教育研究所連盟定期総会及び研

究協議会が開催されました。

定期総会には、来賓として佐々木義孝水沢教育事

務所長、今野寛水沢市教育委員会教育次長、菅原博

水沢市教育委員会指導監をお招きし、昨年度事業に

ついての報告並びに今年度事業予定についての承認

がなされました。また、夜に行われた情報交換会で

は、所員の親睦を図るとともに、各研究所の事業内

容の交流を図ることができました。

定期総会で報告された昨年度事業と承認された今

年度事業については次のとおりです。

平成１５年６月２６日

岩手県立総合教育センター

「県教連」事務局

【昨年度事業】
１ 所員研修会
(1) 期日 平成１４年１２月１１日（水）
(2) 内容

目標に準拠した評価における評価規準の
作成とその活用及び指導と評価の指導の工
夫について

(3) 参加者 ２９機関１０２名
２ 岩手県教育研究発表会
(1) 期日 平成１５年２月１２日～１４日
(2) 教育研究所の発表本数

１５機関、１０分科会、１９テーマ

【今年度事業】
１ 所員研修会

平成１５年１２月１２日（金）
２ 岩手県教育研究発表会

平成１６年２月１６日(月)～１８日(水)

『県教育研究所連盟の益々の

発展を願って』

今年度、二戸市教育研究所が設立

され、県内の教育研究所は２５機

関となりました。
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胆沢町教育研究所の取り組み

ＮＰＯとの連携による「不登校児童生徒支援ボランティア」
胆沢町教育研究所 岩崎 雅司

～はじめに～ ～実施上の主な留意点～

三世代同居家庭が多く、人々のつながりが豊かな ① ［派遣の条件］専門家との相談等を受け、本

本町にあっても、昨今の不登校問題は例外なく押し 人及び保護者の希望により校長が教育長に依頼

寄せてきております。そこで、町では次のような対 をする。依頼に基づいて教育委員会でボランテ

策をすすめることとしました。 ィアを募りパートナーを派遣する。

① 不登校児童生徒への支援 ② ［不登校指導の主体］不登校指導の主体は学

・ 心の教室相談員」を町内３つの中学校に配置 校にあり、パートナーはあくまでも児童生徒や「

、・ＮＰＯの協力による「不登校児童生徒支援ボラ 保護者をサポートする役割をつとめるものとし

ンティア事業」の実施 学校と連携を綿密にとりながら対応にあたる。

② 関係機関の連携の強化 ③ ［学校の窓口］パートナーと学校の情報交換

・ 学校適応指導連絡協議会」を開催し、学校・ には学校長が窓口となり、直接担任等とやりと「

心の教室相談員・児童民生委員・不登校支援ボ りが必要な場合には、校長の許可のもとに行う

ランティア・保健師等関係機関の連携を図る。 こととする。

③ 教員の指導力の向上 ④ ［経費の補助］支援にあたって必要となる旅

、 。・生徒指導研究会を開催し、講話や事例研により 費 ボランティア保険等の実費は町で予算化する

教員の研修を深める。

～おわりに～

２月からの試行期間では３名のボランティアを～一人に一人のボランティア～

学校とは異なるボランティアの立場から一人の子 お願いしました。全く登校できなかった子が、パ

に対して一人が支援することを基本とします。その ートナーと一緒にドライブをしたり、勉強したり

子の歩みを見つめ、寄り添い、悩みを共感的に受け する中で、徐々に登校するようになり、学校では

止め、自立へのステップを共に歩む「パートナー」 心の教室相談員が対応しております。また 「エ、

として、回復に向けての過程を支援することをめざ コ・スタディいさわ」で運営している胆沢ダム学

しています。具体的には家庭訪問や電話による本人 習館で自然体験等の学習に参加する子もでてきて

・保護者との相談、生活・学習の支援、家の外に連 おります。

れ出しての自然体験等を行います また ＮＰＯ エ ６月より本実施となりました。その子と向き合。 、 「

コ・スタディいさわ （教職経験者）の全面的な協 い、人間関係を築きながらの１対１の支援が有効」

力を得てすすめています。 であること、そして、悩みを抱えた子ども達の力

になりたいという熱い気持ちを持った方々が地域

に沢山いらっしゃることを知り心強く思っており

ます。

平成１５年度岩手県教育研究所連盟役員
事務局から

定期総会で平成１５年度の役員が次のように決定 岩手県教育研究所連盟は、今年度二戸市教

しました。ご報告致します。 育研究所が設立され２５機関の加盟となりま

した。国の政策として教員の資質向上を図る

会長 盛 川 通 正 教育センター所長 ことが求められている現在、各市町村の研究

理事 菊 池 直 盛岡市教育研究所長 所の果たすべき役割は、今後ますます大きく

佐 藤 勝 花巻市教育研究所長 なっていくものと考えられます。

古 玉 昱 水沢市教育研究所長 今回の定期総会並びに研究協議会は、今後

種 市 進 教育センター次長 の各研究所の取り組みの参考となる事例がた

村 上 政 悟 教育センター研究部長 くさん紹介されました。

監事 川 原 博 矢巾町教育研究所長 １２月に行われる所員研修会においても、

川 村 秀 彦 紫波町教育研究所長 更に内容を深めることができる研修を企画し

事務局 及 川 芙美子 教育センター教科領域教育室長 たいと考えていますので、たくさんの先生方

畠 山 剛 教育センター研修主事 の参加をお願いしたいと思います。

小 原 昭 徳 教育センター研修主事 （事務局）岩手県立総合教育センター内

Tel 0198-27-2735 Fax 27-3562




